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同時期比はウエステルマン肺吸虫幼虫は宿主の腹壁 なく精密眼底検査を行い， 4集団の計男子 223名，
筋肉内に穿入し，この部で一定の発育を遂げると云 女子 347名について検討した。年令別には 40才代
うことが， 近年横)1(宗) (1960)により初めて明 ~70 才代が多くを占めた。
かにされた。そ乙で諸種の薬剤処置により宿主の生 3) 男子について，眼底所見 E度以上の異常者
理的条件を変化せしめた場合に起るこれら青色斑の 出現率と年令，血圧との関係は次の如くであった。
出現状態を比較検討し更に病理組織学的並びに組織 的 Keith・Wagener分類。正常血圧群では 40才
化学的検索をも加えて幼虫の組織内穿入機転の解明 代では未だに出現率は少く， 50才代以上で著明にな
を試みた。各処置群について 5~6 匹のラットを用 る。高血圧群では 40才代で既に出現率は高く， そ
い， ワェステルマン肺吸虫メタセルカリアを 10コ の後の年令による増加は僅かである。
宛経口投与し， 1週日自に 0.3% Evans-blue注射 b) Scheie分類，高血圧性所見。各年代共に血
液を 15ccjkgの割合に静注し 15分後に剖検した 圧上昇と共に出現率は増し，年令増加による影響は
所，下記の如き結果が得られた。 少なかった。 
(1) Hyaluronidase処置群では Evans-blue青 c) 細動脈硬化性所見。正常血圧群では年令増加
色斑は無処置対照群に比し禰蔓性で大きく，組織学 と共K著明に増加した。高血圧群では 40才代で既
的には侵入部位における浮腫像及び細胞浸潤が著明 に変化が著明であった。
』にζみられ，生体周辺部の組織は変性融解像が認めら 4 に乙ついて。 Keitl女子の〉 出h
れ7	 分類，細動脈硬化性所見lζ於いて，正常血圧群ではたこ。
(2) Antihistamin処置群及び Cortisone処置 40才代， 50才代では未だ出現率は低く， 50才代よ
群では青色斑の出現は抑制され惨出性反応も軽度で り60才代へかけての出現率の有意の上昇がみられ
あり，組織肥貯細胞の出現が比較的多く認められ た。
た。 5) 眼底所見の男女差について。 50才代で最も顕 
(3) 他の Testosterone， Calcium， Vitamin 著な男女差がみられ，正常血圧群で女子に異常者が 
K3' Vitamin P及び VitaminC欠乏の各処置 少なかった。かかる男女差の原因について種々考察
群においては，肉眼的Kも組織学的にも対照群との した。
著明な差は認め難かった。 6) 70才代の眼底細動脈硬化について。 60才代
以上の Evans-blueの出現状態から考察して，肺 と70才代の硬化性所見出現率には大差なかった。
吸虫幼虫の組織穿入には従来重視されて来Tこ幼虫の 7)眼底所見3度以上の者について。男女共に血圧
機械的侵襲作用の他IC:，虫体由来の Hyaluronidase 上昇と共K出現率が増加していた。細動脈硬化性所
や Collagenaseの如き酵素が侵入局所の結合織間 見は 60才代に比し， 70才代では減少していた。
基質や血管壁の多糖類或は糖蛋白体等I乙作用を与え 8) 高血圧管理について。眼底所見の点よりみれ
ると共IC:，一方宿主側の幼虫侵入K基づく防禦機構 ば， 高血圧群では 40才以前rc，40才以上には正常 
lとよる局所反応なども幼虫の組織穿入比大きく関与 血圧群でも眼底検査をするのが望ましい。
しているものと考えられる。 
5. マウス実験里子兎病に対する Dihydrostre-
4. 高血圧，血管硬化の眼底所見に関する疫学 ptomycin及び Tetracyclineの治療効果
的研究
の分析
一特に眼底所見と性，年令，血圧との
関係について一 内科学工小林章男
公衆衛生学川上秀 人の感染症により近似した第二次敗血症をおこす
1) 一般地域住民を対象として，眼底所見と性，
マウス野兎病を用い Dihydrostreptomycin(DHS) 
年令‘血圧との関係を詳細に検討した成績は未?ごみ 及び Tetracycline(TC)の治療効果を薬剤一宿主
られていない。 一寄生体の関係から分析し，合理的な抗生剤使用法 
2) 著者らは一般地域住民を対象とする高血圧血 について考察しようとした。
管硬化集団検診で，受診者全員，乃至は学診者中よ	 はじめに治療をうける感染マウスの病態にについ
り無作為抽出した者について，血圧値の高低の区別 て検索し，ついで種々抗生剤を投与し， DHSとTC 
